
新潟県立糸魚川白嶺高等学校 令和８年度入学生用卒業アルバム製作業務 

委託業者選定プロポーザル実施要領 

 

１ 業務の概要 

(1)業務名 

新潟県立糸魚川白嶺高等学校 令和８年度入学生用卒業アルバム製作業務 

(2)目的 

本業務は、令和８年度入学生に対し、卒業後に在学時の思い出を振り返ってもらうため、アルバ

ムを編集・製作し、卒業時に配付することを目的とする。 

(3)業務の内容 

別紙仕様書のとおり 

(4)委託期間 

契約締結の日から令和11年２月下旬まで 

 

２ 見積限度額 

1冊 14,000円（消費税等含む） 

 

３ 参加資格 

本プロポーザルに参加する者に必要な資格は、次に掲げるとおりとする。 

(1)地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４の規定に該当しない者であること 

(2)新潟県内に本社又は支社（営業所又は事業所を含む）を置く者であること 

(3)過去５年間（令和３年４月１日から令和８年３月31日まで）に、卒業アルバムまたはそれに準

ずる記念アルバム製作の受託実績があること 

(4)会社更生法（平成14年法律第154号）第17条の規則に基づく更正手続き開始の申立てをしている

者ではないこと 

(5)民事再生法（平成11年法律第225号）第21条の規定に基づく再生手続き開始の申立てをしている

者ではないこと 

(6)会社法（平成17年法律第86号）第475条若しくは第644条の規定に基づく精算の開始又は破産法

（平成16年法律第75号）第18条若しくは第19条の規定に基づく破産手続き開始の申立てをしてい

る者ではないこと 

(7)暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第１項第２号

に規定する暴力団及びその利益となる活動を行う者でないこと 

(8)新潟県の県税の納税義務を有する者にあっては、当該県税の未納がない者であること 

 

 

 

 

 



４ プロポーザル参加申込み方法 

別紙様式１「参加申込書」、別紙様式２「受託業務実績一覧表」を提出すること。 

申込期限：令和８年２月18日（水）必着 

申 込 先：問合せ先に同じ 

方    法：持参又は郵送 

 

５ 実施要領の内容についての質問の受付及び回答 

(1)本要領の内容に関して質問がある場合は、下記のアドレスにメールで問い合わせる。 

質問の受付期間：令和８年２月16日（月）～２月17日(火) 

e-mail：nagumo.kentaro@nein.ed.jp  南雲 健太郎 宛て 

 

(2)質問への回答について 

質問に関しては随時回答します。 

 

６  提案書作成要領 

(1)提出書類７部 

ア．企画提案書 

(ア)「仕様書」を踏まえ、以下の項目について記載すること。 

提案書はＡ４版サイズとし、表紙に「新潟県立糸魚川白嶺高等学校 令和８年度入

学生用卒業アルバム製作業務委託提案書」と標記し、余白に会社名等を表示するこ

と。なお、文字サイズは10ポイント以上とすること。 

(イ)参加者は、１つの提案しか行うことができない。 

(ウ)提出期限以降の企画提案書の差替え又は再提出は認めない。 

イ．見積書 

見積の総額及び内訳について作成し、代表者印を押印すること（様式任意） 

ウ．人員減の対処法（取消料収受の規定等）を記載した資料 

(2)提出期限等 

期  限：令和８年２月24日(火)必着 

提出先：問合せ先に同じ 

方  法：持参又は郵送 

 

７ 提案書説明会の実施 

提案書提出後、令和８年２月25日（水）（予定）に開催する審議委員会において、提案

書説明会を実施する。なお、詳細については別途通知する。 
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８ 審査要領 

(1)審査方法 

(2)に定める評価基準に基づき審査委員会が、提出された提案書及びヒアリングの内容に

基づき審査し、最も優れた提案を行った者と次点の者を決定する。 

(2)評価基準 

項目 審査基準 配点 

企画内容 目的の達成が期待できる企画内容であるか A B C 

業務内容 委託業務実施体制は整っているか。 

緊急時の指示系統や連絡体制は十分であるか 

学校行事等での出張撮影・校外行事帯同撮影

の体制があるか。 

デジタルカメラ等撮影機器や情報メディアの

貸し出し体制は十分であるか。 

A B C 

事業実績 本業務に対する取組実績は豊富か A B C 

経費 企画内容に対して妥当な経費内訳となってい

るか。 
A B C 

連絡・情報管理体制 本校との連絡・事前協議などの体制（受注

後、学校担当者との直接打合せできる体制）

があるか。 

個人情報・肖像データの管理体制は十分であ

るか。 

A B C 

 

９ 審査結果の通知 

審査結果については、提案者それぞれに文書で通知する。 

 

10 日程 

募集公示 

参加申込み 

企画提案書等の提出期限 

提案書説明会 

審査結果通知 

契約 

令和８年２月10日（火） 

令和８年２月18日（水） 

令和８年２月24日（火） 

令和８年２月25日（水）実施 

令和８年２月25日（水）以降発送 

令和８年２月27日（金） 

 

 

 

 

 



11 契約の締結 

新潟県立糸魚川白嶺高等学校長は、審査委員会が最も優れた提案を行った者であると決

定した者と委託契約の締結交渉を行い、別途定める予定価格の範囲内で契約を締結する。

（契約の作成要）ただし、その者が地方自治法施行令第167条の４の規定のいずれかに該当

することとなった場合、契約の締結を行わないことがある。 

また、最も優れた提案を行ったものと協議が整わない場合にあっては、次点者と協議の

上、契約を締結する場合がある。 

 

12 問合せ先 

〒941-0063 糸魚川市清崎９番１号 

県立糸魚川白嶺高等学校 南雲 健太郎 

電話番号 025-552-0046 

ＦＡＸ  025-553-1102 

 

13 その他の留意事項 

(1)提案書の作成、説明会等に要する経費及び提出に関する費用は、提出者の負担とする。 

(2)提出された企画提案については、提案を行った者に無断で使用しないものとする。 

(3)提案書等の審査を行う際、必要な範囲において参加を表明した者に通知することなく複

製を作成することがある。 

(4)提出された申込書、提案書等は返却しない。 

(5)申込書の提出後に申込みを辞退する場合は、別紙様式３「参加申込辞退書」を提出する

こと。 

(6)失格事項 

次のいずれかに該当する者が行った提案は、失格となることがある。 

ア．本実施要領に適合しない書類を作成し、提出した者 

イ．記載すべき事項の全部又は一部を記載せず、または書類に虚偽の記載をし、これを

提出した者 

ウ．期限後に提案書等を提出した者 


